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研究成果の概要(和文）：本研究は、三つの研究課題―①「日本社会の基本問題」と教育実践・

教育理論との関わり、②日本生活教育連盟の「社会科三プラン」の内容と特質、③「日教組教

育課程改革試案」と総合学習構想の内容と特質)－を設定し、以上の三課題に取り組む日本各地

の教育実践の展開過程について七地域（①上越地域、②山形地域、③奥丹後地域、④愛知三河

地域、⑤兵庫但馬地域、⑥北海道地域、⑦熊本地域）を事例地として設定しその調査研究を実

施した。 
 以上の三研究課題に取り組む七地域の教育実践過程の総合的調査研究の成果を、第 1 集～第

6 集の資料集として作成し、さらにそれらを踏まえた実践事例の考察を加えた論文集として第

7 集を作成した。 
 
研究成果の概要(英文）：（summary）Our study have 3 themes . 
The 1st theme is Curriculum Study to come to grips with fundamental problems in Japan 
society.  
The 2 nd theme is the study of three Social Studies Plans presented by 3 groups in the 
association of Life Education. 
The 3 rd theme is the study of the Curriculum Plan presented by the Japan Teachers 
Union. 
 The products of the study are 6 material pamphlets and 1 monograph pamphlet. 
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１．研究開始当初の背景 
 教育問題の多様化・深刻化を受け、教育改

革の趨勢が強まっている。教育問題と教育改

革の理念のあいだに、実践主体としての教師

の位置がある。教師の実践力の開発が、教育

改革のカギとなる。そのため、教職大学院の

制度化や教員免許更新制など、教師の実践力

を担保する制度設計が進んでいる。だが、現

在、様々な制度的改革の進行が、教室や学校

単位の実践を改革するまでの成果となって

いない。教育行政改革が教育実践改革に至ら

ないのである。ここに現下の最大の課題が存

在する。トップダウンの指示や啓蒙では、教

師たちの内発的な実践創造は困難なのであ

る。 

 一方、戦後日本の教育実践は、ユニークで

かつ質的に高水準の成果を構築してきた。戦

前の反省をふまえ、また以前の創意的な実践

の伝統を継承・発展させ、個人や教育研究団

体に学ぶ教師たちが、多様な教育実践の華を

咲かせたのである。世界的にも例のないこの

様な実践の高みは、なぜ可能となったのか。

そのような実践を創造した教師たちは、どの

ような契機で成長していったのか。教育実践

を支える教育学はどのような役割を果たし

たのか。また、実践の展開を通してどのよう

な教育理論が形成されてきたのか。戦後教育

実践にかかる視点から研究の光をあてるこ

とが、現下の課題である教育実践改革の前進

に寄与するものとなる。本研究は、そのよう

な問題関心から出発する。 

 
２．研究の目的 
 今日、困難を倍加した教育世界の実情に即

した臨床的な研究が要請されている。その意

味で、教育学研究は、教育実践の方向性や実

践を支える理論を探求する課題を自覚すべ

きである。本研究は、そうした研究の一端を

以下のかたちで担うことをめざす。すなわち、

戦後、社会科を中心として、創造的な教育実

践を展開した実践家たちの営為を追跡し、記

録する。あわせて、実践家の資料を収集し、

研究材として冊子化し公開する。これらのタ

スクは、資料の紛失や聞きとり対象の高齢化

等のため、緊急な取り組みが要請されるもの

である。同時に、こうした実践の掘り起こし

作業とともに、そのような実践の根底にある

理論、およびその理論を生み出した教育学研

究の系譜について探究する。 
 本研究において、特に留意したい点は、実

践家たちの教育的営為を追跡し記録する際、

かかる実践において、戦後教育学研究や教育

理論がどう関わり、どのように位置づいてい

るのかに着目することである。さらに実践そ

れ自身が戦後教育学研究や教育理論の形成

に対していかなる位置と役割を果たしてき

たのかにも留意する。すなわち、戦後教育実

践史の実践家たちの記録をつくりつつ、そこ

において達成されている実践と戦後教育学

研究や教育理論との関わりを検討し、いわば

戦後教育史において、実践アプローチと理論

アプローチのダイナミックな関連と相互浸

透の過程を分析し検討することをその主要

な目的として設定するものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究において、具体的には次のような課

題と方法を設定し、研究の成果をまとめる。 
①戦後教育実践家のモノグラフ作成 
 新資料の発掘・収集・活用をふまえ、戦後

の教育実践家に関する精緻なモノグラフを

作成する。ここでは、同時に収集した一次資

料を基に研究資料集を作成し公開する。 
②戦後教育実践の証言集作成 
 ここでは、教育実践の創造に積極的な役割

を果たしてきた研究者への聞き取りを行う。 
③地方資料の整理と分析 
 各地域・各分野毎に教育実践の見取り図

（概説及び資料文献目録）を作成する。ここ

では、いくつかの地域をケーススタディとし

て先行的に研究するとともに、県段階の研究

資料を点検し、地方教育実践の概略を整理す

る。 
④教育実践理論の探究 
 教育学研究と教育実践の関係性に関する

研究蓄積を検証し、教育実践理論の生成・展

開過程を分析する。ここでは、コアカリキュ

ラム連盟（コア連）から日本生活教育連盟（日

生連）への転換過程、海後勝雄を中心とする

「教育史研究会」の動向、「全国青年教師連

絡協議会（全青教）」の動向、1960 年代にお

ける日生連を中心とした社会科三プラン、



1970 年代における「日教組教育課程改革試

案」等の再検討が中心的課題となる。 
 
４．研究成果 

（１）渋谷忠男教育実践資料集（第1集） 

全244頁 

（２）戦後社会科教育実践史資料 

１―東京都墨田区立業平小学校の教

育実践関係資料、 

２－愛知県三河地区地域教育実践関

係資料、 
３－日本生活教育連盟社会科 

プラン関係資料）全 163 頁 
（３）山下国幸初期教育実践資料集、 

全 401 頁 
（４）全国青年教師連絡協議会関係資料、 

全 420 頁 
（５）山形県及び兵庫県但馬における生活綴

方運動調査記録、全 131 頁 
（６）教育課程改革試案の総合学習関係 

資料集、全 309 頁 
（７）論文集「戦後日本における教育実践の

展開過程に関する総合的調査研究」、                             

全 152 頁             
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